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                 （傳十郎）
松野龍谷 　　溝口千 　　松野暁谷 　　松野雲谷 　　（自玄堂）




















これまで暘谷の著作は二五種類程と考えられていたもの 、実際には書名だけに限るなら思いの外多く、現存が確認さ る暘谷 著書『
坂川


















































































































































































































































も多くの門弟を抱えた師匠として 著者である村上帰旭の父、村上酒山（五二名）を筆頭に、岩田夫山（一八名） ・玉江藍皐（一三名） ・蓮池堂文盟 九名）などの存在が際だっている。また、この中で陽谷の門人として記録された は以下の六名である。













































先の『教育史』に紹介された寺子屋の中の蓮泉堂（小岸暘淡） 、東泉堂（熊谷暘周） 、 さらには菰野の琮泉堂（暘琤）においては、 「源泉堂暘混説」にある、 「泉暘の二字を執りて、我の字号を撰めんと、是れ芝泉堂の故事なり、 」の記述通り、泉と暘二字の使用が確認されている。
東泉堂（熊谷暘周）は、明治五年（一八七二）の学制頒布の後、 「私



















目藩主、米津政懿のことと思われる。この藩は、寛政一〇年（一 九八）米津通政が初代藩主となった小藩で、藩士以下重臣は皆愛宕下の上屋敷に常駐していたと伝えられる。暘谷がこの米津伊勢守の家臣になった経緯は不明であるものの、浜松町二丁目の暘谷 塾と長瀞藩 上屋敷が近距離に存在していたことは否定されない。
また、この藩は明治四年（一八七一）に上総国大網藩知事であった米

































「師弟ノ学ハント欲シテ師家ヲ求ル」ために『筆道師家人名録』が必要とされるほど、教育熱が高まっていたことは事実であり、そのような社会状況が寺子屋教育の普及をも促したことは想像に難くない。 もっとも、全ての師匠 確かな筆道修行の後に寺子屋を開業したとは限らない のの、谷号伝授の筆道家達の様に、一定のレベルに達した証 して名前を伝授された指導者も、徐々に数を増していったことは想像に難くない。
また、 寺子屋の教科書と呼ばれる往来物は およそ七〇〇〇種類もあっ
たと伝えられている。先にも述べた通り、暘谷に 多くの著書があったことは広く知 もの その背景には沢山の門弟を抱えたことで、筆道指導のために手本の板刻 必要となったことに加え、様々な立場の門弟に応じるため、その教材となる書の種類が増える状況にあった事は明らかである。
暘谷は筆道家としての活躍の場が主に江戸であったため、郷里での評




















と記されている。両名の記録から本嶋と松浦が共に暘谷に亡くなる直前まで指導 たことは明らかであり、暘谷亡き後は松浦が、筆道修行を始めて日の浅い本嶋の指導を引き継いだものの、同様の対応 他の門弟にもなされていたかは不明である。また、暘谷が支那学指導もおこなっていた事実は、松浦の記録により となった。
この、 「設立願」には、 旧川越藩松野伝十郎へ従学した坂口武右衛門（坂




（（）石川謙 　『寺子屋』 　至文堂 　一九六〇年 　九八頁（（）大日本教育会『維新前東京市私立小学校教育法及維持法取調書』一八九二年（国書刊行会 　『明治教育古典叢書』 　一九八一年）附録一三頁（（）［前掲書］ 　附録一三頁（（）乙竹岩造『日本庶民教育史』中巻
  臨川書店
  一九七〇年
   六九三頁



















































文政戌年仲冬新刻 　安政三丙申年再刻の記述が残されている。（（（）『東京掃苔録』 続日本仕籍協会叢書』第五期 　一九八二年・一九四〇年初版 　東京大学出版会） 　一七三頁名貴文 　芝泉堂と号す 　書名高し嘉永二年六月十四日歿 　年七十二 　　文光院教道日学居士（（（）森銑三・中島寿編 文政四辛巳校正『筆道師家人名録』 （ 『近世人名録集成』第四巻）勉強社 　一九七六 ）五六〇頁（（0）「私立学校設立願」乾（一八七 年） 都公文書館所蔵（（（）［前掲書］（（（）［前掲書］（（（）［前掲書］（（（）石川謙『寺子屋』 （前掲） 　九三頁（（（）「弄花香満衣」芝泉堂川暘谷七十一翁書（辻俊雄氏所蔵その記述により、暘谷が亡くなる前年に認めたものであることは明らかである。
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